
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て

７
、
柴
田
一
能
上
人
の
原
点

前
回
は
、
常
円
寺
三
十
六
世
柴
田
一
能
上
人
が
、

日
中
戦
争
の
進
行
と
い
う
社
会
情
勢
の
中
で
、
自
ら

が
学
び
、
肌
で
触
れ
て
き
た
西
洋
文
化
を
否
定
し
て

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
。
し
か
し
、
連
載
21
回

で
書
い
た
日
蓮
宗
大
学
林
（
立
正
大
学
の
前
身
）
の

創
設
や
、
そ
の
大
学
林
と
慶
應
義
塾
で
の
英
語
・
倫

理
学
・
心
理
学
の
講
義
な
ど
は
、
西
洋
の
社
会
に
触

れ
、
学
問
を
学
ん
だ
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
上
人
が

弟
弟
子
で
あ
る
山
田
一
英
上
人
（
の
ち
の
常
円
寺
三

十
四
世
本
覺
院
日
眞
上
人
）
と
と
も
に
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
十
月
、
東
京
南
千
住
に
開
設
し
た
立
正

診
療
院
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
進
め
て
い
た
医
療
事
業

を
ア
メ
リ
カ
で
見
聞
し
た
経
験
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
上
人
が
、
大
正
〜
昭
和
初
期

に
か
け
て
残
し
た
多
く
の
事
跡
に
は
、
西
洋
文
化
を

学
び
、
接
し
て
き
た
経
験
が
そ
の
基
盤
に
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
、
明
治
三
十

四
年
（
一
九
〇
一
）か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
る
西
欧
留

学
に
お
け
る
一
能
上
人
の
言
葉
を
通
じ
て
、
そ
の
原

点
を
探
っ
て
み
た
い
。

明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）
慶
應
義
塾
を
卒
業
し

た
一
能
上
人
は
、
翌
明
治
三
十
四
年
五
月
二
十
八
日
、

横
浜
か
ら
金
州
丸
と
い
う
船
に
乗
り
ア
メ
リ
カ
に
向

か
う
。
こ
の
と
き
一
能
上
人
の
ほ
か
、
他
宗
も
含
め

数
人
の
僧
侶
が
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
。
渡
米
後
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る

名
門
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
。
大
学
で
は
主
に
哲

学
や
倫
理
学
を
専
攻
し
、
そ
の
権
威
で
あ
る
ラ
ッ
ド

教
授
に
師
事
し
て
西
洋
的
思
考
を
学
ん
だ
。
明
治
三

十
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月
、
一
能
上
人
は
エ
ー
ル
大

学
よ
り
《
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
》
の
学
位
を
授

与
さ
れ
る
。
し
か
し
、
渡
米
直
後
、
師
匠
の
及
川
眞
能

上
人
に
宛
て
た
明
治
三
十
四
年
六
月
二
十
九
日
付
の

書
簡
で
は
、「
成
る
可べ

く
身
体
を
大
切
に
無
理
な
勉

強
を
せ
ず
、
寧
ろ
社
会
上
の
観
察
を
努
め
、
高
き
学

位
等
は
後
進
の
若
手
に
委
ね
申
す
可
し
と
考
え
居

り
候
」
と
、
学
位
の
取
得
よ
り
も
初
め
て
訪
れ
る
西

洋
の
社
会
の
観
察
を
第
一
と
す
る
と
し
て

い
る
。

一
能
上
人
の
留
学
は
、
上
人
の
母
校
で

あ
る
慶
應
義
塾
と
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
留
学
が
決
定
す
る
と
宗
門
で
は

『
柴
田
一
能
師
告
別
演
説
会
』
が
開
か
れ

る
な
ど
し
た
。
一
能
上
人
の
海
外
留
学
は

日
蓮
宗
の
教
育
の
充
実
と
い
う
点
に
お
い

て
、
宗
門
が
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
期
待

か
ら
、
宗
門
で
は
一
能
上
人
を
日
蓮
宗
か

ら
の
正
式
な
留
学
生
と
す
る
と
い
う
動
き

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三

十
四
年
十
一
月
十
一
日
付
で
、
山
田
一
英

上
人
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、「
或
る
人
は

身
延
よ
り
の
派
遣
生
と
せ
よ
と
の
事
な
る

が
、
小
生
は
何
れ
に
て
も
敢
え
て
尽
く
す

の
一
点
に
変
わ
り
な
き
積
り
に
候
え
ば
、
何
れ
と
も

同
様
に
心
得
居
り
候
え
共
、
若
し
身
延
よ
り
学
資
を

供
す
る
が
故
に
と
の
条
件
な
ら
ば
、
平
に
御
断
り
申

す
可
く
候
」
と
伝
え
て
い
る
。
自
分
が
留
学
し
た
の
は

「
尽
く
す
」
い
わ
ゆ
る
奉
公
の
為
で
あ
っ
て
、
経
済
的

な
援
助
を
受
け
る
た
め
に
身
延
山
の
「
派
遣
生
」
と
い

う
肩
書
き
を
得
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
一
能
上
人
の
留
学
費
用
は
、
師
匠
の
眞
能

上
人
が
勧
募
帳
を
手
に
檀
家
廻
り
を
す
る
な
ど
、
所

縁
の
人
々
に
よ
っ
て
捻
出
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

留
学
中
、
上
人
は
宗
門
の
青
年
僧
に
あ
て
て
書
簡

を
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
最
も
深
く
宗
門
の
衰

退
を
知
り
、
最
も
深
く
宗
門
の
天
職
を
自
覚
し
た
吾

れ
等
青
年
は
、
他
に
率
先
死
力
を
尽
く
し
て
働
く
べ

き
の
義
務
を
負
う
て
居
る
者
で
は
な
い
か
」「
日
宗

青
年
と
名
乗
り
な
が
ら
、
諸
君
は
余
り
に
自
ら
を
卑

下
し
て
居
ら
れ
る
。
…
日
宗
青
年
の
実
に
独
立
自
尊

心
の
欠
乏
の
度
の
太
は
な
は
だし

い
の
に
泣
い
た
」（
以
上
、

明
治
三
十
五
年
八
月
二
十
日
付
書
簡
）
な
ど
、
遠
く

西
欧
の
地
か
ら
青
年
僧
を
鼓
舞
す
る
言
葉
を
並
べ
て

い
る
。
当
時
宗
門
は
「
即
ち
所
謂
先
輩
諸
老
師
は
逐

日
に
老
衰
の
一
途
に
忙
わ
し
く
、
克よ

く
二
十
世
紀
に

立
つ
べ
き
、
活
け
る
青
年
の
指
導
を
は
思
い
も
寄
ら

ず
」（
明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
日
書
簡
）と
、
明
治

の
新
た
な
社
会
変
化
に
対
応
し
た
青
年
僧
へ
の
教
育

が
実
現
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
現
状
へ
の
危
機
感
が
一
能
上
人
に
は
強
く

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
能
上
人
が
こ
の
よ
う
に
宗

門
と
距
離
を
お
い
た
立
場
に
あ
ろ
う
と
し
た
の
は
、

一
種
の
宗
門
の
改
革
と
い
う
姿
勢
を
貫
く
為
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
書
簡
で
使

わ
れ
て
い
る
「
独
立
自
尊
」
と
い
う
言
葉
は
、一
能
上

人
の
慶
應
義
塾
の
師
で
あ
る
福
沢
諭
吉
の
掲
げ
た
言

葉
で
あ
る
。
上
人
の
原
点
に
福
沢
諭
吉
門
下
で
学
ん

だ
日
々
・
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
も
伺
え
る
。

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）九
月
、
上
人
は
帰
国

す
る
。
そ
の
年
の
年
頭
、
東
京
で
学
ぶ
檀
林
生
達
に

宛
て
た
書
簡
で
は
、「
秋
天
高
く
、
肥
馬
嘶
く
の
好
季

に
在
ら
ん
と
存
じ
候
」
と
充
実
し
た
成
果
を
得
て
き

た
こ
と
、
そ
し
て
、「
宗
家
が
不
肖
に
対
す
る
態
度
奈

何
は
、
少
に
し
て
は
生
一
身
の
事
に
外
な
ら
ず
と
雖

も
、
之
れ
を
大
に
し
て
は
、
宗
家
青
年
全
体
の
運
命

に
繋
が
る
。
吾
人
青
年
が
、
其
の
態
度
奈
何
に
よ
っ

て
、
将
来
執
る
べ
き
の
方
針
に
確
た
る
基
礎
を
与
う

る
を
得
る
の
機
、
且ま

さ
に
生
の
帰
朝
に
よ
っ
て
一
決

せ
ん
と
す
」と
、「
不
肖
」＝
一
能
上
人
が
西
欧
で
学

ん
だ
成
果
を
ど
う
「
宗
家
」＝
宗
門
が
受
け
入
れ
、
上

人
自
ら
が
生
か
し
て
い
く
か
、
そ
れ
が
宗
門
の
青
年

僧
、
ひ
い
て
は
宗
門
の
運
命
を
左
右
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
こ
う
し
た
未
知
な
る
西
洋
文
化
に
接
す
る
な

か
で
熟
成
さ
れ
た
成
果
や
志
が
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
な
っ
て
、
帰
国
後
の
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の

源
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）
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